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発行／北海道栗山町議会No.133

2 平成 23 年度決算審査
133億円の使い道をチェック

6 いきいき交流プラザの運営を
栗山町社会福祉協議会に

9 ３議員が一般質問
12 先進地視察報告

将来はレバンガ北海道の選手に ･･･
　　　栗山バスケットボール少年団
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第
６
回
定
例
会
は
、
９
月
11
日
か
ら

20
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
し

ま
し
た
。
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
っ
た
ほ
か
、
補
正
予
算
や
条
例
改
正

な
ど
13
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
度
の
決
算
審
査
は

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
議
し
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

１３３  
会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

　一　般　会　計 83 億　792 万円 82 億 2614 万円 8178 万円

特  

別  

会  

計

国 民 健 康 保 険 19 億　898 万円 17 億 7630 万円 1 億 3268 万円

下   水   道   事   業 10 億 5748 万円 10 億 3834 万円 1914 万円

農業集落排水事業 1 億 5590 万円 1 億 4983 万円 607 万円

北海道介護福祉学校 1 億 4560 万円 1 億 4358 万円 202 万円

介 　 護 　 保 　 険 12 億 6841 万円 12 億 6012 万円 829 万円

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 7077 万円 1 億 7073 万円 4 万円

小　　計 47 億　714 万円 45 億 3890 万円 1 億 6824 万円

水
道
会
計

収 益 的 収 支 4 億 4119 万円 3 億 7223 万円 6896 万円

資 本 的 収 支 4344 万円 2 億　345 万円 △ 1 億 6001 万円

小　　計 4 億 8463 万円 5 億 7568 万円 △ 9105 万円

合　　計 134 億 9969 万円 133 億 4072 万円 1 億 5897 万円

各会計の決算状況

一般会計決算

　

平
成
23
年
度
の
歳
出
決
算

額
は
一
般
会
計
、
６
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ

て
１
３
３
億
４
０
７
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
形
式
収
支

は
１
億
５
８
９
７
万
円
の
黒

字
で
す
。

　

一
般
会
計
歳
入
の
主
な
も

の
は
、
国
か
ら
地
方
交
付
税

や
補
助
金
、
借
入
金
な
ど
の

依
存
財
源
が
全
体
の
74
・
７
％

を
占
め
、
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
使
用
料
な
ど
は
25
・

３
％
と
な
っ
て
お
り
、
町
財

政
の
４
分
の
３
は
国
や
道
か

ら
の
お
金
と
借
入
金
に
頼
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
人
件

費
や
扶
助
費
、
公
債
費
を
合

わ
せ
た
義
務
的
経
費
が
全
体

の
41
・
３
％
、
特
に
借
入
金

の
返
済
で
あ
る
公
債
費
は
全

体
の
５
分
の
１
を
占
め
、
健

全
な
町
財
政
の
維
持
の
た
め
、

よ
り
一
層
、
行
財
政
改
革
が

必
要
で
す
。

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

第６回定例会
9月 11日～ 20日

町民税・固定資産税など
 13億 410万円
　   （15.7％）

使用料、保育料、
繰越金など
 8億 812万円
　（9.6％）

   　地方交付税
33億 8373万円（40.7％）

国や道の補助金
  16億 7960万円
　     （20.2％）

  借入金
8億2424万円
  （9.9％）

歳入総額
83億792万円

財
源

主自

25.3
％

依

源

財

存

74.7％

人件費
11億 2992万円
　（13.7％）

物件費
（施設の維持管理費）

10億 1571万円
　　（12.4％）

維持補修費
　　2億3938万円（2.9％）

扶助費
（児童手当や医療費助成など）

　7億3846万円（9.0％）
補助金など

9億8902万円
　（12.0％）

　公債費
　（借入金の返済）
15億 2731万円
　　（18.6％）

積立金、貸付金など
2億5183万円
　（3.1％）

特別会計への繰出金
7億7630万円　

（9.4％）　

投資的経費
（道路や公営住宅の整備など）

15億 5821万円
（18.9％）

歳出総額
82億2614万円

の使い道を

チェック！

平成23年度決算

※１　経営により発生する費用と収益
※２　将来の経営に備えて行う施設整備に係る費用と収益

その他の交付金など
  3億 813万円（3.9％）

＝
全
員
賛
成

※1

※2
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１３３  億円一般会計  82 億円
特別会計  51 億円
　　　　　（水道事業会計含む）

区　　分 平成 23 年度末 平成 22 年度末 増減額 不能欠損額

町税 1 億 5852 万円 2 億 2081 万円 △ 6229 万円 5967 万円

公営住宅使用料 1068 万円 1348 万円 △ 280 万円 －　

保育料 140 万円 209 万円 △ 69 万円 18 万円

児童センター使用料 2 万円 3 万円 △ 1 万円 －　

給食費 273 万円 272 万円 1 万円 －　

老人保護措置費 74 万円 73 万円 1 万円 －　

国民健康保険税 1 億 1982 万円 1 億 2046 万円 △ 64 万円 544 万円

下水道使用料等 2699 万円 1263 万円 1436 万円 69 万円

農業集落排水使用料等 422 万円 241 万円 181 万円 57 万円

介護保険料 262 万円 348 万円 △ 86 万円 57 万円

後期高齢者医療保険料 88 万円 113 万円 △ 25 万円 30 万円

水道料 5348 万円 5479 万円 △ 131 万円 －　

介護学校教育使用料 19 万円 －　 19 万円 －　

合　　計 3 億 8229 万円 4 億 3476 万円 △ 5247 万円 6742 万円

　

平
成
23
年
度
末
の
滞
納
総

額
は
３
億
８
２
２
９
万
円
で

す
。
平
成
22
年
度
末
に
比
べ

５
２
４
７
万
円
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は

不
能
欠
損
に
よ
る
も
の
で
す
。

滞
納
総
額
は

３
億
８
２
２
９
万
円

　

長
引
く
経
済
不
況
で
、
税

収
の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り

厳
し
い
行
政
運
営
が
強
い
ら

れ
る
中
、町
民
負
担
の
公
平
・

公
正
を
図
る
観
点
か
ら
も
、

未
収
金
対
策
に
つ
い
て
は
議

会
と
し
て
も
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

町税等未収金の状況

区　　分 平成 23 年度末

財政調整基金 8 億 8197 万円

土地開発基金（貸付金・土地含む） 2 億 5629 万円

備荒資金組合積立金 1 億 8248 万円

文化振興基金 9225 万円

国保給付費支払準備積立金 3 億　235 万円

介護給付費準備基金 1949 万円

水道事業現金預金 7 億 6834 万円

その他基金 9097 万円

合　　計
（前年度末）

25 億 9414 万円
（24 億 4214 万円）

区　　分 平成 23 年度末

地方債（一般会計） 112 億 1781 万円

下水道事業債 45 億　662 万円

農業集落排水事業債 8 億 2013 万円

水道事業債 24 億 6273 万円

合　　計
（前年度末）

190 億　729 万円
（197 億 2621 万円）

借入金 (借金 ) の残高 基金 (貯金 ) の残高

◆町民１人当たり　約１４５万円 ◆町民１人当たり　約２０万円

　

ま
ち
の
貯
金
で
あ
る
基
金

は
25
億
９
４
１
４
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
約
１
億
５
千
万

円
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ま
ち
の
借
入
金
は

１
９
０
億
７
２
９
万
円
で
、

町
民
一
人
当
た
り

１
４
５
万
円
の
借
金

前
年
度
よ
り
約
７
億
円
減
っ

て
お
り
、
町
財
政
の
健
全
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
一
人
当
た
り

の
借
金
の
額
は
１
４
５
万
円

と
な
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て

返
済
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

滞
納
者
が
破
産
、
死
亡
、
行
方
不
明
、
時
効
な
ど

に
よ
り
、
滞
納
分
の
税
金
な
ど
が
徴
収
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
、
そ
の
金
額
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と

解説

不
能
欠
損



住
宅
使
用
料
滞
納
者
に
は

強
制
退
去
も
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平
成
18
年
７
月
か
ら
平

　
　

成
22
年
７
月
ま
で
の
教

職
員
住
宅
使
用
料
の
滞
納
。

　
　

　
　

住
宅
使
用
料
の
滞
納
に

　
　

つ
い
て
、
連
帯
保
証
人

に
よ
る
納
付
は
あ
る
の
か
。

　
　

滞
納
者
の
ほ
と
ん
ど
は

　
　

分
納
に
よ
り
納
付
し
て

い
る
た
め
、
連
帯
保
証
人
に

よ
る
納
付
は
な
い
。

　
　

昨
年
、
住
宅
使
用
料
滞

　
　

納
者
３
件
の
住
宅
明
渡

し
と
家
賃
な
ど
の
支
払
い
請

求
訴
訟
を
行
っ
た
が
、
そ
の

後
の
経
過
は
。

　
　

本
年
５
月
27
日
に
裁
判

　
　

が
終
了
し
、
請
求
ど
お

り
の
判
決
と
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
１
件
は
滞
納
家
賃
を

全
額
返
済
し
６
月
末
に
退
去

し
た
。
別
の
１
件
は
７
月
に

退
去
し
滞
納
家
賃
を
分
納
中
、

さ
ら
に
別
の
１
件
は
退
去
に

応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
９
月

に
強
制
退
去
さ
せ
、
滞
納
家

賃
を
分
納
中
。

　
　

低
所
得
者
の
町
民
税
滞

　
　

納
に
対
す
る
対
応
は
。

　
　

減
免
制
度
は
な
い
が
、

　
　

収
め
て
い
た
だ
く
よ
う

こ
ま
め
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　

固
定
資
産
税
の
不
納
欠

　
　

損
が
多
い
理
由
は
。

　
　

法
人
の
倒
産
に
よ
る
も

　
　

の
が
大
き
く
、
法
人
が

無
財
産
と
な
っ
た
た
め
、
地

方
税
法
に
よ
り
「
直
ち
に
納

税
義
務
を
消
滅
さ
せ
た
も
の
」

と
し
て
不
納
欠
損
と
し
た
。

　
　

不
動
産
売
払
収
入
の
未

　
　

収
金
が
毎
年
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
い
つ
の
契
約
の

も
の
か
。
ま
た
権
利
関
係
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

昭
和
53
年
に
契
約
し
た

　
　

工
業
団
地
内
の
中
小
企

業
団
地
で
あ
る
。
所
有
権
は

移
転
し
て
お
り
、
抵
当
権
を

町
が
設
定
し
て
い
る
。

　
　

財
産
貸
付
収
入
の
未
収

　
　

金
の
内
訳
は
。

決算審査特別委員会主な質疑

歳入ＱＡＱ

Ａ

　
　

防
災
備
蓄
品
の
収
納
場

　
　

所
や
配
布
方
法
は
。

　
　

防
災
計
画
に
よ
り
、北
・

　
　

中
・
南
部
地
区
に
配
置

し
て
い
る
が
今
後
、
避
難
場

所
の
設
定
や
備
蓄
品
の
配
置

お
よ
び
配
布
方
法
を
見
直
す
。

　
　

防
災
計
画
見
直
し
の
進

　
　

捗
状
況
は
。

　
　

国
や
道
の
計
画
見
直
し

　
　

を
も
と
に
検
討
し
て
お

り
今
後
、
町
民
と
の
意
見
交

換
な
ど
を
経
て
来
年
度
を
め

ど
に
策
定
す
る
予
定
。

ＱＡ

ＱＡ

　
　

震
度
６
強
の
地
震
発
生

　
　

に
よ
る
被
害
想
定
は
。

　
　

平
成
20
年
度
に
策
定

　
　

し
た
栗
山
町
耐
震
改

修
促
進
計
画
で
は
、
建
物
の

全
壊
２
６
６
３
件
、
半
壊

２
６
１
０
件
、
死
者
26
人
、

負
傷
者
１
９
９
人
の
被
害
想

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

栗
山
ダ
ム
が
決
壊
し
た

　
　

場
合
の
被
害
想
定
は
。

　
　

決
壊
し
て
も
栗
山
市
街

　
　

地
へ
の
被
害
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
が
進

　
　

め
て
い
る
命
の
バ
ト
ン

事
業
の
成
果
は
。

　
　

現
在
ま
で
７
１
１
本
配

　
　

布
し
、
消
防
に
よ
る
救

急
搬
送
で
命
の
バ
ト
ン
を
活

用
し
た
例
は
２
件
。

　
　

後
期
高
齢
者
検
診
の
受

　
　

診
の
状
況
は
。

　
　

対
象
者
は
２
０
７
１
人
、

　
　

受
診
率
は
１
・
９
３
％

で
、
他
町
村
に
比
べ
低
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
費
用
負

担
が
高
い
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
も
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
く
。

　
　

子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
の
利

　
　

用
実
績
が
年
々
減
少
し

て
い
る
が
、
利
用
し
づ
ら
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　

保
育
所
の
一
時
預
か
り

　
　

の
充
実
な
ど
に
よ
り
、

子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
利
用
者
が

減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
、
利
用
者
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
検
証
す
る
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

防災
震
度
６
強
の
地
震
で

２
２
５
人
の
死
傷
者
を
想
定 決算審査特別委員会

２
件
の
救
急
搬
送
で

命
の
バ
ト
ン
を
活
用

ＱＡ 福祉

Ｑ Ａ
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炭
化
施
設
の
状
況
と
埋

　
　

め
立
て
ご
み
の
状
況
は
。

　
　

炭
化
炉
２
基
の
平
均
稼

　
　

働
率
は
約
60
％
、
昨
年

の
11
月
中
旬
以
降
は
97
％
か

ら
98
％
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
22
年
度
に
そ
の
他
ご
み
は

１
５
８
０
ト
ン
だ
っ
た
が
、

炭
化
施
設
導
入
に
よ
り
炭
に

で
き
な
い
ご
み
（
埋
め
立
て

ご
み
）
が
８
６
０
ト
ン
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
き
ち
ん

と
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

は
埋
め
立
て
し
て
い
る
。

　
　

炭
化
施
設
導
入
に
よ
り
、

　
　

ご
み
の
最
終
処
分
場
は
30

年
以
上
延
命
で
き
る
計
画
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

　
　

何
年
延
命
で
き
る
か
は

　
　

計
算
し
て
い
な
い
が
、

３
つ
あ
る
埋
立
地
の
う
ち
、

第
２
埋
立
地
の
約
半
分
ま
で

埋
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

す
で
に
満
杯
と
な
っ
て
い
た

第
１
埋
立
地
が
７
ｍ
ほ
ど
沈

下
し
た
た
め
再
度
利
用
し
、

処
分
場
の
延
命
を
図
る
。

　
　

新
町
通
り
の
街
路
整
備

　
　

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

事
業
実
現
に
向
け
て
北

　
　

海
道
と
協
議
を
進
め
て

い
る
が
、
10
億
円
を
超
え
る

大
規
模
な
事
業
で
あ
る
た

め
、
事
業
の
必
要
性
や
費
用

対
効
果
が
問
わ
れ
て
い
る
。

継
続
し
て
陳
情
活
動
を
行
っ

て
い
く
。

　
　

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル

　
　

フ
コ
ー
ス
新
コ
ー
ス
の

オ
ー
プ
ン
は
い
つ
か
。

　
　

来
年
４
月
29
日
の
オ
ー

　
　

プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・

　
　

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
拠

点
活
用
支
援
事
業
の
成
果
は
。

　
　

廃
校
を
見
事
に
再
生
し

　
　

た
こ
と
、
環
境
教
育
に

係
る
拠
点
施
設
と
し
た
こ
と

で
全
国
的
に
注
目
さ
れ
Ｐ
Ｒ

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
自

然
教
育
活
動
の
ほ
か
、
大
学

の
合
宿
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

　
　

町
内
で
の
い
じ
め
の
実

　
　

態
、
取
り
組
み
は
。

　
　

本
町
に
お
い
て
も
い
じ

　
　

め
は
ゼ
ロ
で
は
な
い

が
、
い
じ
め
が
原
因
に
よ
る

不
登
校
は
な
い
。
小
さ
な
い

じ
め
を
教
材
に
、
子
ど
も
も

教
師
も
勉
強
す
る
こ
と
が
大

事
。
学
校
で
は
子
ど
も
と
真

摯
に
向
き
合
い
、
日
常
の
生

活
を
く
ま
な
く
把
握
し
、
保

護
者
と
の
関
係
を
密
に
し
な

が
ら
い
じ
め
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　

栗
山
町
の
子
ど
も
の
学

　
　

力
検
査
や
知
能
検
査
の

結
果
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
　

標
準
学
力
検
査
で
は
、

　
　

全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
る
こ
と
は
な
い
が
、
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
な
い
。
小
学
校
で
は
多

少
低
い
が
、
中
学
校
で
は
伸

び
て
い
る
。

　
　

学
校
給
食
に
つ
い
て
由

　
　

仁
町
と
の
広
域
連
携
の

進
捗
状
況
は
。

　
　

昨
年
、
由
仁
町
と
本
町

　
　

で
広
域
連
携
に
か
か
る

学
校
給
食
部
会
を
設
置
し
た
。

現
在
ま
で
に
５
回
の
検
討
会

を
開
催
し
、
先
進
地
へ
の
視

察
も
行
い
な
が
ら
組
合
方
式

や
受
託
方
式
の
議
論
な
ど
、

単
独
と
広
域
と
を
比
較
検
討

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
栗

山
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

考
え
将
来
を
見
越
し
た
上
で

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

介
護
福
祉
学
校
の
今
後

　
　

の
あ
り
方
は
。

　
　

平
成
28
年
よ
り
介
護
福

　
　

祉
士
の
資
格
取
得
に
国

家
試
験
が
導
入
さ
れ
る
。
こ

の
結
果
に
よ
り
各
学
校
の
ラ

ン
ク
付
け
が
な
さ
れ
、
学
生

の
入
学
状
況
の
変
動
も
想
定

さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ＱＡ

ＱＡ

炭
化
施
設
導
入
で

埋
め
立
て
ご
み
が
半
減

ＱＡ ＱＡ

子
ど
も
と
真
摯
に

向
き
合
う
こ
と
が
大
切

ごみ

いじめ

学
校
給
食
の
連
携

を
由
仁
町
と
検
討

給食
介
護
福
祉
士
に

国
家
試
験
導
入

介護学校 ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

来年 4 月 29 日オープン予定の
栗山ダムパークゴルフコース新コース

全国的に注目を浴びる雨煙別小学校 コカ･コーラ環境ハウス
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主　な　内　容

補
正
予
算

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
７
９
３
万
１
千
円

を
追
加
し
て
、
総
額
73
億
６
２
９
１
万
円
と
し
ま
し
た
。
補

正
の
主
な
も
の
は
高
齢
者
・
要
援
護
者
支
援
等
シ
ス
テ
ム
導

入
や
有
害
鳥
獣
駆
除
委
託
料
の
追
加
、
い
き
い
き
交
流
プ
ラ

ザ
ほ
か
公
共
施
設
の
修
繕
追
加
な
ど
で
、
全
員
賛
成
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
４
特
別
会
計
お
よ

び
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
も
、
全
員
賛
成

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

事　業　名 補正額

・小型移動電源車借り上げ
・共和公民館改修補助金
・道道札夕線占用光ケーブル等移設
・高齢者・要援護者等支援システム導入
・広域保育負担金追加
・ポリオ不活化ワクチン予防接種の実施
・有害鳥獣駆除業務委託料追加
・景観緑肥モデル事業補助金追加
・空き店舗活用支援事業補助金
・給食センター排水ポンプ等修繕
・図書館ボイラー修繕
・スポーツセンター温水ポンプ修繕
・いきいき交流プラザ修繕

38 万 8 千円
197 万円

326 万 6 千円
550 万円

140 万 1 千円
341 万 6 千円
349 万 5 千円
228 万 2 千円

150 万円
85 万 1 千円

483 万円
225 万 8 千円
355 万 4 千円

￥

重
山
議
員　

小
型
移
動
電
源

車
借
り
上
げ
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

電
源
供
給
機
能

が
付
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

の
リ
ー
ス
で
５
年
間
を
予
定
。

ガ
ソ
リ
ン
満
タ
ン
で
２
日
間

の
電
源
供
給
が
可
能
。

重
山
議
員　

高
齢
者
・
要
援

護
者
等
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
の
情
報
を
デ
ー
タ
化
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
問
題

は
発
生
し
な
い
の
か
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

シ
ス
テ

ム
導
入
に
よ
り
行
政
内
部
に

お
い
て
偏
り
が
ち
な
情
報
の

共
有
を
図
り
、
敏
速
な
対
応

を
図
り
た
い
。
個
人
情
報
保

護
に
つ
い
て
は
シ
ス
テ
ム
導

入
後
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

や
民
生
委
員
協
議
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
進
め
た
い
。

本
格
稼
働
は
平
成
25
年
４
月

か
ら
。

重
山
議
員　

広
域
保
育
の
内

容
は
。

住
民
福
祉
課
長　

美
唄
市
に

２
人
、
由
仁
町
に
２
人
、
合

計
４
人
。

　
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
の
修
繕
費
な
ど
を
追
加

楢
﨑
議
員　

有
害
鳥
獣
駆
除

委
託
料
追
加
の
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長　

エ
ゾ
シ
カ

と
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
が
大

幅
に
増
加
し
た
た
め
。

楢
﨑
議
員　

昨
年
95
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
わ
た
り
エ
ゾ
シ
カ

侵
入
防
護
柵
を
設
置
し
た
が

そ
の
効
果
は
。

産
業
振
興
課
長　

侵
入
防
止

の
効
果
は
あ
る
が
、
雪
害
に

よ
る
破
損
な
ど
で
エ
ゾ
シ
カ

が
農
地
に
入
っ
て
い
る
。
全

道
的
に
エ
ゾ
シ
カ
の
数
が
増

加
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も

駆
除
は
必
要
で
あ
る
。

置
田
議
員　

雪
害
に
よ
り
破

損
し
た
エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
護

柵
の
補
修
の
現
状
は
。

産
業
振
興
課
長　

農
業
者
団

体
へ
の
委
託
に
よ
る
補
修
で

あ
り
、
冬
ま
で
に
は
完
了
す

る
見
込
み
。

大
平
議
員　

町
の
光
ケ
ー
ブ

ル
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線

の
光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
り
対
応

で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

町
の
光
ケ
ー
ブ

ル
は
各
公
共
施
設
を
結
ん
で

い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
に
変
え

る
と
経
費
が
相
当
か
さ
む
た

め
当
面
は
継
続
し
て
い
く
。

今号の定例会はココ！

第６回定例会
６月 ９月

12月３月

9月 11日～ 20日

　

町
防
災
会
議
委
員
に
自
主

防
災
組
織
の
構
成
者
ま
た
は

学
識
経
験
者
を
追
加
し
、
委

員
数
を
現
行
の
「
21
人
」
か
ら

「
25
人
以
上
」
に
改
め
ま
す
。

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
非
公

募
に
よ
り
栗
山
町
社
会
福
祉

協
議
会
を
選
定
し
ま
し
た
。

指
定
期
間
は
、
平
成
24
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

重
山
議
員　

指
定
管
理
者
か

ら
、
地
域
住
民
の
声
を
聴
き

な
が
ら
施
設
運
営
に
当
た
る

な
ど
の
提
案
は
あ
っ
た
の
か
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

指
定
管

理
者
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
と
り
運
営
に
反
映
す

る
こ
と
は
、
他
の
指
定
管
理

条
　
例

質

疑

   

防
災
会
議
委
員
数
を

   

25
人
以
上
に

   

交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定

   

管
理
者
に
町
社
協

質

疑

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
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施
設
と
同
様
当
然
の
こ
と
。

不
十
分
で
あ
れ
ば
指
導
す
る
。

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

平
成
24
年
11
月
21
日
で
井

上
委
員
が
任
期
満
了
に
な
る

こ
と
か
ら
、
同
氏
を
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
28
年
11
月
21
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

■
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画

　

の
一
部
変
更

■
栗
山
町
暴
力
団
の
排
除
の

　

推
進
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正

＝
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

人
事
案
件

そ
の
他

   
教
育
委
員
に

   
井
上
博
幸
氏
を
再
任栗山町字杵臼

　　 井上博幸  氏

　

産
業
福
祉
委
員
会
に
よ
る
審
議
は
延
べ
３

日
間
行
い
、
町
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

施
設
見
学
、
議
員
間
の
自
由
討
議
な
ど
慎
重

審
議
の
結
果
、
原
案
可
決
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
は
公

の
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
高
齢
者
の

交
流
事
業
や
生
涯
学
習
事
業
な
ど
生
き
が
い

の
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
ま
た
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

大
井
委
員　

開
館
時
刻
を
正
午
か
ら
午
前
９
時
に
変
え
た

理
由
は
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

こ
れ
ま
で
は
小
中
学
生
が
中
心
で
午

前
の
利
用
が
少
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
高
齢
者
の
日
中
活
動

支
援
と
し
て
高
齢
者
の
た
ま
り
場
的
活
用
を
促
し
た
い
。

大
平
委
員　

こ
れ
ま
で
は
小
中
学
生
の
利
用
が
多
か
っ
た

が
今
後
、
人
が
集
ま
っ
て
来
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

こ
れ
ま
で
は
小
中
学
生
の
パ
ソ
コ
ン

利
用
に
よ
り
高
齢
者
が
利
用
し
づ
ら
い
状
況
だ
っ
た
。
今

後
は
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
施
設
と
い
う
本
来
の

目
的
に
戻
す
た
め
、
利
用
者
減
は
予
想
さ
れ
る
。

大
平
委
員　

指
定
管
理
者
は
非
公
募
に
よ
り
社
会
福
祉
協

議
会
を
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
業
者
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

考
え
て
い
な
い
。

重
山
委
員　

こ
れ
ま
で
は
火
曜
日
が
休
館
日
で
、
今
後
は

土
・
日
曜
日
が
休
館
日
と
な
る
が
、
土
・
日
曜
日
の
ほ
う

が
利
用
者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

こ
れ
ま
で
の
曜
日
ご
と
の
利
用
者
を

み
る
と
日
曜
日
は
少
な
い
。

重
山
委
員　

現
在
の
利
用
者
に
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
と
っ
て
い
な
い
が
利

用
者
の
声
は
聞
い
た
。
利
用
者
に
は
そ
の
都
度
て
い
ね
い

に
対
応
し
て
い
く
。

重
山
委
員　

指
定
管
理
者
に
移
行
後
、
利
用
料
の
徴
収
は

な
い
の
か
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

利
用
料
は
徴
収
し
な
い
。

委員会
報告 ８月2１日

第５回臨時会

　

６
月
20
日
の
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
栗

山
町
交
流
プ
ラ
ザ
設
置
条
例
に
つ
い
て
、

審
議
の
結
果
が
三
田
産
業
福
祉
常
任
委
員

長
よ
り
報
告
さ
れ
、
全
員
賛
成
に
よ
り
可

決
し
ま
し
た
。

い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
の

運
営
を
指
定
管
理
者
に

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
▲

議会中継を見ることができます。

　議会では、議会本会議のライブ中継（生中継）と録画配信
を実施しています。インターネットでご覧になれますので、
議会ホームページをご覧ください。

http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/gikai/index.html

改修を終えた「いきいき交流プラザ」
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定
よ
り
落
ち
込
ん
で
い
る
。

楢
﨑
議
員　

こ
の
ま
ま
で
は

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
の
販
売
は
難

し
い
と
思
う
が
、
販
売
価
格

の
値
下
げ
や
賃
貸
借
な
ど
、

何
ら
か
の
手
法
を
取
り
入
れ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長　

現
在

は
販
売
の
み
で
あ
る
が
今
後
、

銀
行
な
ど
関
係
機
関
と
も
調

整
し
な
が
ら
、
公
社
の
理
事

会
で
議
論
し
た
い
。

■
事
業
概
要

▽
朝
日
４
住
宅
団
地

   （
第
２
期
） 　

１
区
画
売
却

   （
第
３
期
） 　

３
区
画
売
却

▽
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
湯
地
の
丘 

　

住
宅
団
地　

４
区
画
売
却

住宅団地名 造成年度 H23販売区画数 残区画数
  中　里 平成   8 年度 －    1 区画
  朝日３ 平成 13 年度 －    1 区画
  朝日４（第２期） 平成 16 年度 1 区画    0 区画
  エコビレッジ湯地の丘 平成 20 年度 4 区画 30 区画
  朝日４（第３期） 平成 21 年度 3 区画   7 区画
  　　合　　　計 8 区画 39 区画

住宅団地の保有状況

  

栗
山
町
農
業
振
興
公
社

  

栗
山
町
土
地
開
発
公
社

楢
﨑
議
員　

①
本
年
度
の
、

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
湯
地
の
丘
の

販
売
状
況
は
。

②
現
在
ま
で
の
販
売
状
況
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
評
価

を
し
て
い
る
か
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長　

①
契

約
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
数

件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

②
平
成
20
年
の
販
売
開
始
直

後
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
り
、
全
国
的
に
住
宅
着
工

戸
数
が
半
減
し
、
当
初
の
想

■
決
　
　
算

　
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

▽
事
業
活
動
収
入

　

９
５
７
３
万
６
３
３
４
円

▽
事
業
活
動
支
出

１
億
８
４
８
万
４
７
６
９
円

▽
当
期
収
支
差
額

▲
１
２
７
４
万
８
４
３
５
円

▽
前
期
繰
越
収
支
差
額

　

４
６
６
８
万
９
８
６
０
円

▽
次
期
繰
越
収
支
差
額

　

３
３
９
４
万
１
４
２
５
円

楢
﨑
議
員　

Ｊ
Ａ
栗
山
と
Ｊ

Ａ
由
仁
が
合
併
し
Ｊ
Ａ
そ
ら

ち
南
が
誕
生
し
た
。
農
業
振

興
公
社
は
栗
山
町
単
独
で
組

織
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
か

ら
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る

が
、
由
仁
町
と
合
同
で
進
め

て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長　

栗
山
町
と

由
仁
町
の
農
業
は
地
域
的
、

行
政
的
に
違
い
が
あ
る
。
栗

山
町
と
し
て
栗
山
町
の
農
業

を
生
か
し
た
い
。

町　

長　

対
象
は
町
内
の
農

業
者
で
あ
り
農
業
関
係
機
関
。

町
村
合
併
に
な
れ
ば
ひ
と
つ

に
な
る
と
思
う
が
、
現
段
階

で
は
難
し
い
。

■
決
　
　
算

▽
事
業
収
入
・
事
業
外
収
入

　

３
８
４
５
万
４
３
６
３
円

▽
事
業
支
出
・
事
業
外
支
出

　

３
７
３
７
万
６
０
６
６
円

▽
当
期
利
益
金

　
　

１
０
７
万
８
２
９
７
円

▽
法
人
住
民
税
等

　
　
　
　

21
万
６
９
０
０
円

▽
当
期
純
利
益

　
　
　
　

86
万
１
３
９
７
円

▽
前
期
繰
越
準
備
金

　

７
３
５
３
万
４
６
４
６
円

▽
次
年
度
繰
越
金

　

７
４
３
９
万
６
０
４
３
円

エコビレッジ湯地の丘住宅団地

質

疑

■
事
業
概
要

▽
農
地
流
動
化
対
策
事
業

　

・
飛
地
対
策   

５
・
60 

ha

▽
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業

　

・
所
有
者
代
理
25
・
07 

ha

　

・
売　

買   　

28
・
16 

ha

▽
担
い
手
確
保
・
育
成
事
業

　

・
新
規
就
農
相
談　

７
件

　

・
新
規
就
農
研
修　

７
人

　

・
農
業
未
来
塾　
　

６
人

　

・
農
業
女
性
塾　
　

18
人

▽
農
業
情
報
提
供
事
業

▽
農
作
業
受
委
託
需
給
調
整

　

事
業

▽
食
育
・
地
産
地
消
推
進
事
業

▽
農
業
振
興
計
画
策
定

▽
農
業
振
興
事
業

質

疑

第６回定例会
9月 11日～ 20日
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道
路
整
備

  道道夕張長沼線の早期完成を
早期完成に向け粘り強く要望

議
　
員　

本
町
の
経
済
活

性
化
対
策
と
し
て
提
案
し

た
い
の
が
、
現
在
工
事
が
中

断
し
て
い
る
不
動
の
滝
か
ら

夕
張
清
水
沢
へ
抜
け
る
道
道

１
０
０
８
号
夕
張
長
沼
線
、

約
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の

早
期
着
工
で
あ
る
。
開
通
す

る
と
、
清
水
沢
か
ら
栗
山
ま

で
の
近
距
離
道
路
と
し
て
買

物
客
や
通
院
者
な
ど
、
本
町

に
と
っ
て
よ
り
多
く
の
経
済

的
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
さ

ら
に
栗
山
以
北
か
ら
は
、
道

東
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
入
口

が
近
く
な
り
、
国
道
４
５
２

付
け
て
お
り
、
早
期
完
成
に

向
け
て
従
前
よ
り
道
な
ど
の

関
係
機
関
へ
要
望
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
工
事
が
中

号
を
通
る
富
良
野
方
面
へ
の

観
光
ル
ー
ト
に
も
役
立
つ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
工
事
が
中

断
し
て
い
る
理
由
と
、
早
期

完
成
に
向
け
て
道
に
強
く
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
く
町

長
の
考
え
を
問
う
。

町
　
長　

本
路
線
は
夕
張
市

清
水
沢
を
起
点
と
し
、
本
町

の
南
部
地
区
を
経
由
し
て
長

沼
町
ま
で
を
結
ぶ
一
般
道
道

で
、
農
業
生
産
の
中
心
地
で

あ
る
南
部
地
区
に
点
在
す
る

様
々
な
農
業
資
源
や
、
新
た

な
観
光
資
源
を
活
用
す
る
た

め
の
主
要
幹
線
道
路
と
位
置この先通行止めとなっている道道 1008 号夕張長沼線

議
　
員　

昨
今
、
各
市
町
村

で
は
解
決
で
き
な
い
難
題
が

数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
ト
ー
タ
ル
な
解
決
策

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、

新
た
な
広
域
連
携
に
よ
っ
て

生
ま
れ
る
メ
リ
ッ
ト
や
省
力

化
で
あ
る
。
今
ま
で
の
南
空

知
４
町
広
域
連
携
に
夕
張
市

を
加
え
、
本
町
が
１
市
４
町

の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
で

今
後
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
案
す
る
上
で
も
重
要
な

要
素
に
な
る
と
思
う
が
、
夕

張
市
と
の
経
済
的
連
携
と
、

南
空
知
４
町
と
の
広
域
連
携

進
展
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

町
　
長　

限
ら
れ
た
人
員
や

財
源
の
効
率
的
な
活
用
、
多

様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
に
は
関
係
自
治

体
と
の
広
域
連
携

は
不
可
欠
で
す
。

　

夕
張
市
は
財
政

再
生
団
体
に
指
定

さ
れ
、
行
政
運
営

の
制
約
を
受
け
な

が
ら
財
政
再
建
に

取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
現
時
点
で
の

連
携
は
非
常
に
難

し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
再
建
状

況
を
見
定
め
な
が

教育長

大井賢治 議員

 町長

広域連携

　
夕
張
と
の
連
携
は
難
し
い

今
後
の
広
域
連
携
の
枠
組
は

町
長ら

、
南
空
知
４
町
広
域
連
携

検
討
会
議
へ
の
将
来
的
な
夕

張
市
の
参
加
に
つ
い
て
、
他

の
３
町
と
も
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
南
空
知
４
町
の
広
域

済
的
発
展
に
大
き
く
寄
与
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
引
き
続

き
粘
り
強
く
要
望
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

断
し
て
い
る
理
由
は
、
昨
今

の
公
共
事
業
予
算
の
縮
小
が

最
大
の
要
因
で
す
。
本
路
線

の
整
備
は
、
南
々
空
知
の
経

９月定例会　一般質問

財政再建に取り組んでいる夕張市

連
携
の
状
況
は
、
教
育
・
福

祉
・
医
療
・
産
業
な
ど
連
携

可
能
な
事
業
に
つ
い
て
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
お
り
、

本
年
度
は
４
町
に
よ
る
職
員

研
修
を
実
施
し
ま
す
。
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９月定例会　一般質問

水
道
料
金

実施困難と考えるが実態を検証し検討

  社会福祉法人への水道料金軽減を

議
　
員　

本
年
４
月
か
ら
水

道
料
金
が
改
定
さ
れ
、
最
低

計
量
水
量
や
増
加
栓
料
金
を

廃
止
し
て
１
立
方
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
一
律
２
５
２
円
と
な

り
、
使
用
水
量
に
比
例
し
た

料
金
設
定
と
な
っ
た
。
大
口

利
用
者
に
は
水
道
料
金
の

大
幅
な
引
き
上
げ
と
な
る
た

め
、
町
内
の
３
社
会
福
祉
法

人
か
ら
減
免
措
置
を
講
じ
て

ほ
し
い
旨
の
「
要
望
書
」
が

提
出
さ
れ
た
。
旭
川
市
で
は

福
祉
政
策
と
し
て
水
道
料

金
の
助
成
を
し
て
い
る
。
例

え
ば
口
径
50
ミ
リ
で
１
カ
月

１
３
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
使

用
の
場
合
の
水
道
料
金
は
、

旭
川
市
は
16
万
３
８
０
０
円
、

栗
山
町
は
34
万
６
０
０
０
円

で
、
２
倍
以
上
の
開
き
が
あ

る
。
社
会
福
祉
法
人
に
対
し

て
政
策
的
配
慮
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
　
長　

要
望
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
３
つ
の
社
会
福
祉

法
人
に
限
ら
ず
、
水
道
料
金

が
増
額
と
な
る
民
間
の
社
会

福
祉
施
設
は
他
に
も
あ
り
、

減
免
の
対
象
が
定
ま
ら
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
福
祉

施
策
と
し
て
水
道
料
の
助
成

を
実
施
し
た
場
合
、
す
べ
て

町
の
一
般
財
源
で
賄
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

精神障がい者への運賃割引制度の実施が求められる

 町長

議
　
員　

国
土
交
通
省
は
標

準
運
送
約
款
を
改
正
し
、
精

神
障
が
い
者
の
バ
ス
運
賃
の

割
引
を
制
度
化
し
た
。
し
か

し
、
バ
ス
事
業
者
に
実
施
の

義
務
は
な
く
、
道
内
で
は
中

央
バ
ス
な
ど
が
未
実
施
で
あ

る
。
身
体
障
が
い
者
と
知
的

障
が
い
者
は
、
バ
ス
の
ほ
か

Ｊ
Ｒ
や
飛
行
機
な
ど
の
運
賃

も
割
引
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
精
神
障
が
い
者
の
交
通

権
を
保
障
す
る
た
め
、
バ
ス

事
業
者
へ
の
働
き
か
け
や
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
に
対
す
る
運
賃
割

引
制
度
の
実
施
を
国
に
求
め

て
は
ど
う
か
。

町
　
長　

本
年
９
月
30
日
よ

り
、
乗
合
バ
ス
の
障
が
い
者

割
引
の
対
象
に
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
交
付
者
も
原

則
割
引
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
具
体
的
な
割
引

率
な
ど
実
施
に
つ
い
て
は
事

業
者
の
判
断
と
な
る
こ
と
か

ら
、 

北
海
道
で
は
各
乗
合
バ

ス
事
業
者
に
対
し
、
他
の
障

が
い
者
と
同
様
の
割
引
と
な

る
よ
う
要
請
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
北
海
道
で
は
、
Ｊ

Ｒ
な
ど
他
の
公
共
交
通
機
関

へ
の
運
賃
割
引
制
度
実
施
に

つ
い
て
も
、
今
後
も
国
へ
の

働
き
か
け
や
事
業
者
へ
の
要

請
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
関
係
す
る
機

関
・
団
体
と
連
携
し
要
請
を

し
て
い
き
ま
す
。

重山雅世 議員

　

社
会
福
祉
法

人
へ
特
化
し
た

減
免
は
、
受
益

と
負
担
の
公
平

性
や
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
実

施
困
難
と
考
え

て
い
ま
す
。
し

か
し
要
望
書
が

提
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、

実
態
を
検
証
し

検
討
し
た
上
で

判
断
し
ま
す
。

社会福祉法人より提出された要望書

障がい者対策

　
国
や
事
業
者
へ
要
請
す
る

精
神
障
が
い
者
に
も
運
賃
割
引
適
用
を

町
長
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

友成克司 議員

 エゾシカ食肉加工施設の運営状況はシ
カ
対
策

 新たな業者により運営

議
　
員　

平
成
23
年
３
月
定

例
会
で
、
エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防

護
柵
の
設
置
と
エ
ゾ
シ
カ
食

肉
加
工
施
設
の
建
設
を
含
む

当
初
予
算
を
可
決
し
た
。
本

年
２
月
に
完
成
し
た
「
エ
ゾ

シ
カ
食
肉
加
工
場
」
に
つ
い

て
は
、
３
月
か
ら
運
営
を
開

始
し
て
稼
動
し
ま
し
た
が
、

間
も
な
く
操
業
を
停
止
、
開

店
休
業
中
の
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
町
は
施
設
を
業
者
に

貸
し
付
け
、
管
理
運
営
を
さ

せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
が
、

施
設
の
貸
し
付
け
に
当
た
っ

て
の
業
者
選
定
は
、
地
方
自

治
法
に
よ
る
議
決
事
件
に
該

当
し
な
い
と
は
い
え
、
施
設

の
建
設
を
容
認
し
た
議
会
の

責
任
は
重
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

執
行
機
関
を
公
正
に
眺
め

厳
正
に
批
判
し
、
適
正
で
公

平
妥
当
を
見
出
す
こ
と
が
議

事
機
関
で
あ
る
議
会
の
役
割

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

①
平
成
23
年
度
に
予
算
化
し

建
設
し
た
エ
ゾ
シ
カ
食
肉
加

工
施
設
に
つ
い
て
、
操
業
が

停
止
、
開
店
休
業
中
の
状
態

 町長

と
な
っ
た
経
過
と
経
緯
に
つ

い
て
。

②
業
者
の
選
定
は
、
多
岐
に

わ
た
る
調
査
お
よ
び
検
証
を

行
い
、
十
分
把
握
し
た
上
で

決
定
し
た
と
思
う
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
。

町
　
長　

①
エ
ゾ
シ
カ
食
肉

加
工
施
設
は
本
年
２
月
10
日

に
完
成
し
、
業
者
と
貸
借
契

約
を
締
結
し
て
３
月
か
ら

受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
３
月
５
日
に
受
け
入
れ

が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
業

者
よ
る
と
、
解
体
技
術
者
の

就
労
ビ
ザ
が
取
得
で
き
な

か
っ
た
こ
と
と
、
昨
年
３
月

の
大
震
災
と
原
発
事
故
の

影
響
に
よ
り
運
営
が
困
難
に

な
っ
た
た
め
、
４
月
23
日
に

契
約
を
解
除
し
ま
し
た
。

②
業
者
選
定
に
当
た
っ
て
は

公
募
を
行
い
、
審
査
し
た
結

果
、
中
国
に
旅
行
会
社
の
支

店
を
持
ち
、
漢
方
・
健
康
食

品
な
ど
の
取
引
先
が
豊
富
で

あ
り
、
国
内
免
税
店
３
店
舗

や
東
京
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

を
流
通
先
と
し
て
見
込
め
る

な
ど
と
し
て
総
合
的
に
判
断

し
決
定
し
ま
し
た
。

議
　
員　

今
後
の
施
設
運
営

先
は
。

町
　
長　

８
月
末
ま
で
公
募

を
行
っ
た
と
こ
ろ
２
件
の
申

請
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

札
幌
市
の
内
之
浦
法
昭
氏
に

決
定
し
、
10
月
１
日
よ
り
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

運営業者が決まったエゾシカ食肉加工場

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載
せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局へ
お問い合わせください。

質問は要約されています
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全
国
の
地
方
議
会
の
中
で

も
会
津
若
松
市
議
会
が
行
っ

て
い
る
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

は
、
議
会
か
ら
の
政
策
立
案

の
先
進
事
例
と
し
て
大
変
有

名
で
あ
る
。
地
区
別
、
分
野

別
意
見
交
換
会
を
開
き
、
市

民
か
ら
様
々
な
意
見
を
聴
取

す
る
。
そ
の
意
見
を
ま
と
め
、

重
要
性
、
緊
急
性
な
ど
を
整

理
し
た
後
、
政
策
討
論
会
に

お
い
て
政
策
づ
く
り
が
な
さ

れ
る
。
そ
の
政
策
の
素
案
は

も
う
一
度
市
民
に
提
示
さ
れ
、

意
見
を
聴
取
し
練
り
上
げ
た

上
で
議
会
提
案
の
政
策
と
な

る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が

理
論
的
に
整
然
と
確
立
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
中
身

の
濃
さ
も
あ
っ
て
大
変
な
驚

き
で
あ
っ
た
。
実
際
の
事
例

と
し
て
、
議
会
側
か
ら
な
さ

れ
た
政
策
提
案
の
数
は
ま
だ

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
住
民

の
意
見
を
政
策
と
し
て
議
会

か
ら
発
信
す
る
と
い
う
仕
組

み
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

嵐
山
町
は
本
町
と
同
じ
く

国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
舞
う

町
と
し
て
有
名
で
、
保
護
活

動
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　

首
都
圏
に
近
い
な
が
ら
も

自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
緑
と
清
流
を
守

り
た
い
と
常
任
委
員
会
に
お

い
て
温
暖
化
防
止
条
例
の
必

要
性
が
議
論
さ
れ
、
委
員
会

内
で
の
合
意
に
至
る
。
そ
の

後
、
条
例
案
作
成
の
過
程
に

お
い
て
は
広
く
町
民
の
意
見

を
求
め
て
い
く
た
め
、
一
般

町
民
や
各
種
団
体
、
中
学
生

や
高
校
生
と
の
懇
談
を
精
力

的
に
こ
な
し
、
地
域
の
特
色

を
織
り
交
ぜ
た
内
容
を
目
指

し
た
。
専
門
的
知
見
も
活
用

し
な
が
ら
、
ま
た
町
の
担
当

課
と
は
何
度
も
意
見
交
換
、

調
整
を
図
り
平
成
23
年
６
月

「
緑
と
清
流　

オ
オ
ム
ラ
サ

キ
が
舞
う
嵐
山
町
ス
ト
ッ
プ

温
暖
化
条
例
」が
誕
生
し
た
。

　

議
員
主
導
に
よ
る
条
例
制

定
と
、
住
民
参
加
重
視
の
合

意
形
成
の
仕
組
み
を
導
入
し

た
こ
と
が
先
進
的
で
、
改
め

て
そ
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

完
成
さ
れ
た
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

会
津
若
松
市
議
会

嵐山町議会の視察

　７月１０日から１２日までの３日間、議会の広聴活動に
ついて学ぶため、先進的な取り組みを行っている議会の視
察および本町議会サポーターである法政大学の廣瀬克哉教
授を訪ね研修を行なった。

議
会
提
案
に
よ
る
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
山
町
議
会

会津若松市議会政策形成サイクルにおける政策討論会の位置づけ

 福島県会津若松市、埼玉県嵐山町、東京都小金井市、法政大学  

議会が果たすべき広聴活動とは
　　 

　　【参加者】広報広聴特別委員会広聴小委員会

　藤本光行・重山雅世・八木橋義則・楢﨑忠彦・置田武司・鵜川和彦



町民主体のまちづくりに向け

くりやまの自治基本条例をつくる会との一般会議

　町では現在、「まちの憲法」といわれる自治基本条例
の策定に着手しています。5月 8 日、6 月 21 日、8 月
9日の 3回にわたり、くりやまの自治基本条例をつくる会
（高橋慎代表）との一般会議を行いました。
　つくる会は、昨年6月に町の公募による12人によりスター
トし、1年半をかけて自治基本条例について議論してきま
した。一般会議では、自治基本条例の必要性や議会基本
条例との関連、情報共有と住民参加のあり方などについ
ての意見を交わしました。
　今後は、つくる会からの提言をもとに町で条例の素案
づくりを進め、12月定例会に提案される予定です。

議 会
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表紙の一枚

　バスケットボールは、これからが本格
的シーズン。今日もバスケットボール少
年団員の元気な声が、スポーツセンター
に響きます。（藤本撮影）

　

ま
さ
に
首
都
圏
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
東
京
都
小
金
井

市
。
議
会
運
営
も
様
々
な
会

派
の
意
見
が
色
濃
く
出
て
、

与
野
党
対
立
が
激
し
く
、
本

会
議
が
深
夜
に
ま
で
及
ぶ
な

ど
と
い
う
こ
と
が
度
々
起
き

る
な
ど
、
オ
ー
ル
議
会
と
し

て
統
一
し
た
行
動
が
ま
ま
な

ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
小
金
井

市
の
特
徴
で
あ
る
豊
富
な
地

下
水
脈
や
川
の
保
全
と
い

う
問
題
に
直
面
し
、
当
初
議

員
提
案
で
あ
っ
た
地
下
水
保

全
条
例
を
、
市
民
と
の
懇
談

会
や
一
般
市
民
の
参
加
も
可

能
な
議
員
研
修
会
の
開
催
な

ど
を
行
い
な
が
ら
進
め
た
結

果
、
雨
水
、
地
下
水
、
川
の

保
全
に
対
す
る
市
民
の
熱
い

願
い
と
意
見
を
踏
ま
え
、
議

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
に
は
成

果
が
求
め
ら
れ
る
。
市
民
参

加
に
は
、
政
策
決
定
の
過
程

と
し
て
の
市
民
参
加
、
政
策

形
成
に
当
た
っ
て
の
市
民
参

加
が
あ
る
。
政
策
の
種
は
無

数
に
あ
り
、
課
題
設
定
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
課
題
に

対
し
て
市
民
か
ら
意
見
を
聞

く
機
会
を
設
け
、
そ
の
意
見

を
議
会
に
よ
っ
て
政
策
と
し

て
実
現
す
る
と
い
う
構
え
の

設
定
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

学
ん
だ
。

会
が
ま
と
ま
っ
て
「
小
金
井

市
地
下
水
と
湧
水
を
保
全
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。

　

ま
た
現
在
は
、
食
育
推
進

基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
、

議
会
と
市
民
と
に
よ
る
勉
強

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

開
催
し
て
い
る
。

　　

栗
山
町
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー

で
も
あ
る
法
政
大
学
の
廣
瀬

教
授
を
訪
ね
、
議
会
改
革
と

市
民
参
加
に
よ
る
政
策
形
成

議
会
政
策
提
起
の
重
要
性

　

廣
瀬
克
哉
教
授

都
市
型
議
会
の
広
聴
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　

小
金
井
市
議
会

　
視
察
を
終
え
て

　

議
会
の
広
聴
活
動
を
こ
れ

か
ら
ど
う
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
の
か
、
ま
た
、
そ
こ
で

集
め
た
意
見
を
ど
う
町
政
に

反
映
し
て
行
く
の
か
、
様
々

な
議
会
の
事
例
を
学
ん
だ
こ

と
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　

本
町
議
会
の
現
状
は
「
実

行
す
る
」
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
住
民
要
望

を
背
景
と
し
て
、
議
会
か
ら

政
策
提
案
が
で
き
る
よ
う
、

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
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議会の予定

くりやま議会だより　№ 133

　　　　暑、猛暑の歴史に残る長い夏も終わり、やっと過ごしやす
　　　　い季節となりました。暑い中でのロンドンオリンピック、
栗山監督の率いる日ハムファイターズがリーグ優勝と、その活躍は
私たちに感動を与えてくれました。優勝後、栗山監督ゆかりの地と
して、町外から多くの人々が栗山を訪れ、優勝ムードに浸っています。
　さて、議会も９月定例会が終わり、平成２３年度の一般会計、そ
の他特別会計、水道事業会計の決算審査も終えました。決算では特
に争点となるような問題はなく、すべて認定されました。
　今年から議会では、広報特別委員会を広報広聴特別委員会に名称
を変え、議会報告会のほか広聴活動を充実することにしました。議
会だよりも８月発行より、表紙の写真を広報委員が撮影して掲載し
ています。ちなみに今年のテーマはスポーツです。編集内容につい
ても研修を重ねながら、皆様に親しまれる広報にと頑張っています。
　皆様からの忌憚のないご意見、ご要望がありましたらお寄せくだ
さい。お待ちしています。（大平）

「三寒四温ではなく、３感４オン！」
     　　　　田中　秀典さん（継立）

　３感とは、「感謝の感、感激の感、感動の感」の３つの『感』のこ
とです。私は縁あって、昭和６２年から栗山町に仕事の関係で来ま
した。最初から地域の方に親切にしてもらい感謝しています。時に
は野菜の差し入れもあったりして、その量の多さにビックリ、感激
したのを記憶しています。そして所帯を持ち、子どもができ、家を
建てて、もう２５年の月日が経ちました。その間、子育てや私の仕
事（福祉の仕事）に日々、感動の連続でした。本当にありがとうご
ざいました。
　４オンは、「音に、温に、恩に、穏」の４つの『オン』です。まず
音のオン。町にはいろんな音がします。子どもの遊んでいる声だっ
たり、工場の稼動している音だったり、自然の音だったりと、思わ
ず耳を傾けたくなります。次は温のオン。これは気温の温というよ
りも、体温の温。つまり、エネルギッシュに熱く何かをしようとい
うことです。そして恩のオン。人間一人では生きていけず、周りの
いろいろな人に支えられ、その恩に報いながら日々、生きているの
ではないでしょうか。最後は穏のオン。平穏、安穏ということです。
　栗山には「まちという名の家族」というすばらしいキャッチフレー
ズがあります。子どももおじいちゃんもおばあちゃんもが「ふるさ
とくりやま」で安心して安全に、そして安定した暮らしができるこ
とを強く念じる、今日この頃です。「好きです！くりやま」

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

　　　　    議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴は
議会に行こう！

12 月定例会の開会日

月　　 日～1812

栗山町議会ホームページ 栗山町議会 検索
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編集後記
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猛

議会広報広聴特別委員会（広報小委員会）
委員長／藤本光行　副委員長／重山雅世
委　員／大井賢治　三田源幸　大西勝博　大平逸男
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11 月 1 日（木）
2 日（金）

～ 空知町村議会議長会定期
総会

  5 日（月） 第 7 回臨時会

一般会議（自治基本条例）

14 日（水） 全国町村議会議長大会

12 月   7 日（金） 一般会議（自治基本条例）

18 日（火）～ 第 8 回定例会


